
Vi-CELL BLUへの
ご導入サポート

初期研究、医薬品製造、品質管理をはじめとする大変多くのお客様にご使用いただいている生死細胞オートアナライザー
Vi-CELL XR（機器）*1が、2022年 12月31日（予定）をもって販売終了となります。長い間Vi-CELL XRをご愛顧
くださり誠にありがとうございました。

日本を含む世界中のユーザーの意見を聞きながら開発された後継機種であるVi-CELL BLUがさらに進化しました。
Vi-CELL XRからVi-CELL BLUへの移行に際し、Vi-CELL BLUではデータの整合性に配慮がなされております。

ベックマン・コールターは、Vi-CELL XRからVi-CELL BLUへの移行に際し、お客様をサポートいたします。
*1サービスサポートは継続いたします。

Vi-CELL BLUの新しい特長
解析速度の向上  　　 　　光学・カメラユニットの性能の向上

サンプルロード量の低減  　　カロ―セルに加え96ウェルプレートにも対応

機器間差の低減   　　21 CFR Part11遵守の強化

Active Directoryによるアカウント管理

Vi-CELL XRからVi-CELL BLUへの移行のサポート

Cell viability analyzer

*2 Vi-CELL XRとVi-CELL BLUのハードウエアや構造上の違いで、セルタイプの設定だけではデータ差の調整には限界がございます、そのため、本サービスはデータの完全一致をお約束するものではございません。

導入前（デモ時）

導入後

□ 実際にご使用されている細胞でのVi-CELL XRとVi-CELL BLUの機種間の測定
□ Vi-CELL BLUによる使用細胞のセルタイプの検討
□ セルタイプによる測定データ差の調整（必要に応じて）*2

□ セルタイプの最適化
□ セルタイプによる測定データ差の調整（必要に応じて）*2

Vi-CELL BLUへの移行のご準備はお済ですか？

Vi-CELL BLUのデモンストレーション、またはご質問はこちらから
https://www.beckman.jp/contact-us
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Vi-CELL BLUのソフトウエアがさらに新しくなります（バージョン 1.4）。自動化対応 *3（オプション）のほか、
Vi-CELL XRからの移行に配慮した機能を追加。さらに使いやすく、さらに機能性の高いソフトウエアに。
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Vi-CELL BLU Cell Analyzer softwareの新しい機能

Vi-CELL BLUの仕様
オートサンプラー 24ポジションカロ―セル

96ウェルプレート

標準測定時間 
通常モード ： 130秒
高速モード ： 90秒
（標準：100画像、2 × 106 cells/mL）

サンプル必要量 170 µL（Fast モード）
200 µL （Normal モード）

測定濃度範囲 5.0 × 104 ～ 1.5 × 107 cells/mL

測定サイズ範囲 2 ～ 60 µm

再現性 ± 5%以内 （2.0 × 106 個/mL以上 同一サンプル測定）

セルタイプ設定 最小径、 最大径、 細胞シャープネス、 真円度、 クラスター分離度、 生細胞ブライトネス、 
生細胞スポットエリア、 吸引回数、 ミキシング回数、 デクラスター機能、 画像解析数、 濃度補正機能

そのほかの機能
細胞クラスターカウント
バブルカウント
取得画像による個々の細胞の情報表示

OS Windows 10

電源 50 W、 65 W （最大）
AC: 100 ～ 240 V、 2.5 A、 50 ～ 60 Hz

設置温度 13 ～ 37 ℃

重量 28 kg

サイズ 420 （W） × 540 （D） × 450 （H） mm

新ソフトウエア（バージョン1.4）追加機能

□ スケジュールによるデータエクスポート
□ セルタイプによる濃度補正機能
□ 自動化対応 *3

□ Wirelessキーボード、マウス対応
*3 自動化、外部機器との接続は2022年第1四半期を予定しています。接続に際し別途費用がかかります。

Beckman CoulterおよびBeckman Coulterロゴは、Beckman Coulter, Inc.の登録商標です。

　　注意　正しく安全にお使いいただくために、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をお読みください。


